
地域の宝ものを守ろう！ 羽島市立中島小学校にて
「第８回 羽島市イタセンパラ塾」が開催されました

▲木曽川のクイズでは、たくさんの手があがっていました。
　みんな木曽川の自然や生きものに詳しくなれたかな？

▲ワンドに見立てたプールで魚類調査。
　どんな魚がいるのかな？

▲上 : ワンドの説明を真剣に聞く子どもたち。
　下 : 魚の名前を真剣に調べています。

■ 2021年11月25日（木）〔岐阜県羽島市（中島小学校、羽島地区ワンド周辺）〕

コロナ禍が一時的に収まっていた時期に行われた、小学生から高校生のみなさんを中心とした活動報告が集まりましたのでお届けしま
す。また、エコネット応援団の Facebook ページ（裏面参照）でも、みなさんから寄せられた情報や楽しんでもらえるイベントなどを発
信していますので、ぜひご覧くださいね。

一宮市立起小学校４年生のみなさんが
「ワンド環境学習会」を行いました

▲魚の名前は何だろう？

▲働く機械
　バックホウ

▲木曽川の水質を調べてみたら、
　とってもきれいな水でした。

▲水質調査の体験をしました。おいしいジュース
　を川に流すと水を汚す原因になるんだね。

▲木曽川のワンドやイタセンパラのことを教えて
　もらいました。みなさん真剣に聞いています。

■ 2021年11月5日（金）〔愛知県一宮市（起地区ワンド周辺）〕
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　一宮市木曽川町の木曽川の堤防沿いにある緑地「雀のお宿」
には、毎年冬になるとシベリアから大きなお客様がいらっしゃい
ます。そのお客様の名前は「コハクチョウ」。名前からわかると
おりに白鳥の仲間の小さめの鳥なのですが、それでも羽を広げる
と 190cm ほどになる大きさで、お宿の雀はさぞや毎年びっくり
していることでしょう。毎年、年末年始頃を目処に飛んでくるよ
うで、１年で１番寒い時期をやり過ごすために、日本や中国、
韓国へやってくるとのこと。

　飛来の時期になると、雀のお宿やその近くの水辺から、
バカンス中のコハクチョウたちを眺めることができます。コ
ハクチョウは親子仲がよいそうで、よくよく見ると、２羽の
白鳥と灰色がかった幼鳥（その年に産まれた子ども）が連
れ立って泳いでいる姿なども眺められるかもしれません。
　福祉教育の先駆けとして野田素峰（のだ そほう）が設立し、
北原白秋（きたはら はくしゅう）が名付けた「雀のお宿」で、
かつては子供たちが、そして今はコハクチョウたちが育って
いる。こんな奇縁な感じがしてちょっと面白い、趣深い越
冬地は日本を見回しても珍しいのではないかと思います。
　足取り重たい寒い時期ではありますが、なんといっても
間近ではなかなかお目にかかれない白鳥の仲間、近づきす
ぎには気を付けつつ、大きなコハクチョウをお出迎えに行っ
てみるのはいかがでしょう。

ハリヨシンポジウムが開催されました

■ 2021年11月3日（水）〔みかげの森プラザしもたど〕

　イタセンパラの受け入れ式が令和３年９月１６
日に羽島中学校で行われました。羽島市内の
中学校では“初”の飼育展示となります。
　１０匹のイタセンパラが貸与され、水槽に移
されると生徒たちは泳ぐイタセンパラの可愛ら
しい姿に見入っていました。毎日餌をあげたり
水槽の清掃などのお世話を行いながら、地域
の生態系や自然保護を学んでいます。

◀左：岐阜協立大学　森 誠一教授
　右：大垣東高等学校理数科ハリヨ班のみなさん アクア･トトぎふの池谷館長とイタセンパラサポーターの生徒たち

https://www.cbr.mlit.go.jp/kisojyo/econet/index.html

事務局では、このニュースレターや facebookページで、木曽三川流域におけるエコロジカル・
ネットワーク形成に関連する地域の取り組み情報を発信しています。生物多様性の保全や生き

ものを活用した地域づくりなど、応援団の皆さんからの投稿・情報提供を随時募集中です。下記お問い合わせ先まで、お気軽に情報
をおよせください。（なお､紙面の都合等で取材・掲載できない場合もありますこと、予めご了承ください。）

cbr-kisojyo-chosa@mlit.go.jp / tel 058-251-1125 / fax 058-251-1150


